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高齢者医療制度改革会議（提出資料）  

退職者連合 阿部保吉（09．12．24）  

新たな医療制度に対する退職者連合の考え方  

新たな医療（保険）制度については、以下の考え方を基本に検討を進める。  

1．公的保険による国民皆保険制度を堅持する。  

そのために、地域保険として国民皆保険を支えている国民健康保険制度  

（以下「国保」）を充実する。また、国保は都道府県規模への広域化を図る。  

2．負担と給付につし1て  

（1）保険料は「応能負担」を原則とし格差のない料率を設定する。  

（2）給付は鱒要な医療を保障し70歳未満は8割給付、70歳以上は9割給付   
とする。  

3．事業主の負担は現状を下回らない制度とする。また、企業に勤務しな．がら   

市町村国保に加入している被保険者については、制度本来の職域保険に   

戻す。  

4．新たな制度への移行にあたっては、都道府県規模の「地域保険としての「   

元的運用」を展望する。   
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◎
二
つ
の
予
防
施
策
 
 

′
∫
一
 
 
 

予
防
に
お
い
て
二
つ
の
施
策
が
新
た
 
 

に
確
立
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
生
活
習
慣
 
 

病
の
予
防
で
あ
り
、
従
来
の
一
般
健
診
 
 

は
、
2
0
0
8
年
度
よ
り
特
定
健
診
・
 
 

特
定
保
健
指
導
．
に
変
わ
る
。
メ
タ
ポ
リ
 
 

ッ
ク
症
候
群
に
着
目
し
た
健
診
で
ハ
イ
 
 

リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
を
把
握
し
、
保
健
指
 
 

導
を
微
風
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
に
 
 

お
け
る
脳
卒
中
、
心
臓
病
患
者
を
減
ら
 
 

す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
 
 
 

も
う
一
つ
の
施
策
は
一
、
要
介
護
状
態
 
 

に
象
る
こ
と
に
対
す
る
予
防
で
あ
る
。
 
 

2
0
0
6
年
度
度
よ
り
介
護
保
険
の
 
 

「
要
支
援
者
」
に
対
す
る
給
付
内
容
は
、
 
 

思
骨
ヱ
・
芽
落
語
茸
意
葦
「
嘉
裔
 
 

一
慶
應
眉
塾
大
学
圧
学
儲
医
療
政
策
・
麿
粗
学
段
垂
教
授
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
′
－
 
．
 
 

「
要
介
護
者
」
に
な
ら
な
い
た
め
の
「
予
 
 

防
給
付
」
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
市
町
村
 
 

が
漉
自
に
実
施
す
る
介
護
予
防
事
栗
に
 
 

お
い
て
、
－
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
で
あ
 
 

る
「
特
定
高
齢
者
」
を
把
握
し
、
事
業
 
 

に
参
加
さ
せ
る
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
二
つ
の
施
策
は
別
個
に
考
案
 
 

さ
れ
た
が
、
両
者
と
も
予
防
手
段
と
し
 
 

て
は
運
動
と
栄
養
に
そ
れ
ぞ
れ
据
え
て
 
 

い
る
。
こ
め
よ
う
に
「
保
健
」
 
の
「
健
 
 

康
増
進
・
早
期
発
見
」
と
「
介
護
」
に
 
 

お
け
る
虚
弱
化
を
防
止
す
る
た
め
の
維
 
 

持
期
の
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
 

包
括
医
療
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
両
極
に
 
 

位
置
す
る
が
、
特
に
高
齢
者
に
お
い
て
 
 

両
者
に
求
め
ら
れ
る
対
応
は
基
本
的
に
 
 

同
じ
で
あ
り
、
ま
た
「
診
断
・
治
療
」
 
 

一
心
ー
 
 
 と

の
境
界
も
不
明
確
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
と
し
 
 

て
予
防
施
策
に
対
応
す
る
必
要
は
あ
る
 
 

が
、
現
状
で
は
医
療
と
断
絶
し
て
お
り
、
 
 

ま
た
二
つ
の
予
防
施
策
も
基
本
的
に
は
 
 

独
自
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
 
 

こ
れ
ら
予
防
施
策
導
入
の
主
目
的
は
医
．
 
 

療
保
険
と
介
護
保
険
の
給
付
費
の
抑
制
 
 

で
あ
る
た
め
、
制
度
内
や
制
度
間
の
多
 
 

く
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
本
稿
で
 
 

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
、
改
革
 
 

す
る
た
め
の
私
案
を
提
示
す
る
。
 
 

特
定
健
 

て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
医
療
費
適
正
化
 
 

今
、
な
ぜ
特
定
健
診
・
－
保
健
 
 

指
導
か
 
 

．・】－ ● ・  

の
中
長
期
的
方
策
の
一
翼
を
担
っ
て
・
い
 
 

る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
厚
生
労
 

働
省
は
生
活
習
慣
病
対
策
と
平
均
在
院
 
 

口
数
の
短
終
に
よ
勺
、
2
0
1
5
年
度
 

で
2
兆
円
、
2
0
2
5
年
度
に
6
兆
円
 
 

を
削
減
で
き
る
と
発
表
し
て
 

生
活
習
慣
病
対
策
は
、
メ
タ
ポ
リ
ッ
 
 

ク
症
候
群
が
中
心
で
あ
り
、
亜
歳
以
上
 
 

か
ら
7
5
 

に
、
特
定
健
診
で
高
血
圧
廣
、
高
脂
血
 

症
、
糖
尿
病
の
患
者
・
予
備
群
を
早
期
 
 

に
発
見
し
、
特
定
保
健
指
導
で
運
動
習
 
 

慣
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
摂
取
 
 

を
指
導
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。
 
 
 

特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
検
査
項
目
 
 

は
一
■
般
健
診
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
 
 

実
施
義
務
は
市
町
村
よ
り
保
険
者
に
移
 
 

そ
す
な
わ
ち
、
被
用
者
保
険
に
お
い
 
 

て
は
、
専
業
主
婦
等
の
被
扶
養
者
に
対
 
 

す
る
実
施
義
務
が
明
確
に
な
り
、
ま
た
 
 

国
保
も
健
診
業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
 
 

な
る
。
 
 
 

2
0
1
2
年
度
の
目
標
値
が
設
定
さ
 
 

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
の
一
般
健
倭
 
 

の
受
診
率
4
5
％
を
m
％
ま
で
高
め
、
ま
 
 

た
．
保
健
指
導
の
奏
施
率
を
対
象
者
の
 
 

亜
％
と
し
、
こ
う
し
た
介
入
に
よ
り
メ
 

タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
該
当
者
・
予
備
 
 

群
を
1
0
％
減
少
 
（
2
0
0
8
年
度
対
 
 

比
）
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
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図1一般鹿診、年給階層別受診率  れ
ち
の
数
値
目
標
せ
達
成
で
き
な
か
っ
 
 

た
場
合
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
凛
に
対
 
 

す
る
保
険
者
の
支
援
金
が
儲
大
Ⅶ
％
ま
 
 

で
の
範
囲
で
増
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
 
 

て
い
る
。
 
 

80％  
r  

70％   

60％   

50％   

40％   

30％   

20％  
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40－J払．45一」49 50－54 55－59 60－64 65－69 70－74 75－79 80一朗■  

◎
健
診
施
策
の
基
本
斡
な
問
題
 
 

メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
対
す
る
予
 
 

防
策
の
本
質
的
－
な
問
題
点
は
、
第
一
に
 
 
 

本
人
に
と
っ
て
、
予
防
の
メ
リ
ッ
 
 
 

ト
は
感
染
症
と
比
べ
て
明
確
で
な
 
 
 

ぐ
、
ま
た
順
守
す
る
負
担
も
格
段
 
 

に
重
い
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
イ
 
 

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
あ
 
 
 

れ
ば
Y
 
l
回
の
注
射
で
直
近
の
発
 
 
 

症
庵
軽
症
化
で
き
る
が
、
生
活
習
 
 
 

慣
病
の
予
備
は
、
．
現
時
点
の
届
血
・
 
 
 

圧
凛
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
を
長
 
 
 

期
に
渡
っ
て
持
続
的
に
コ
ン
ト
ロ
 
 
 

ー
 ル
し
て
始
め
て
将
来
に
お
け
る
 
 
 

脳
卒
中
や
心
臓
病
に
な
る
確
率
を
■
 
 
 

－
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

東
二
に
、
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
 
 

一
群
は
、
長
年
の
食
事
内
容
や
遅
効
 
 
 

と
い
う
「
生
活
習
慣
」
に
凝
ぎ
し
 
 

2004年度国民生夢基礎調査より偉戌  

て
い
る
だ
け
に
、
「
苛
導
」
に
よ
っ
 
 

て
容
易
に
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
 
 

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
生
活
習
慣
を
 
 

変
え
る
よ
り
は
、
例
え
ば
高
血
圧
 
 

症
に
対
し
て
悸
庄
翔
を
飲
ん
だ
は
 
 

う
が
は
る
か
に
楽
で
あ
る
。
し
た
 
 

が
っ
て
、
早
期
の
発
見
は
早
期
の
 
 

服
薬
開
始
に
つ
な
計
っ
て
医
療
諷
 
 

は
む
し
ろ
増
加
す
各
可
能
性
が
あ
 
 

－
∽
－
 
 
 

り
、
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
メ
■
デ
ィ
ケ
 

ア
で
は
メ
 

る
積
極
的
治
療
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
 
 

医
療
費
は
増
加
し
て
い
る
（
注
1
）
。
 
 
 

撃
弓
仮
に
脳
卒
中
や
心
臓
痕
に
 
 

よ
る
死
亡
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
 
 

て
も
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
高
ま
る
 
 

可
感
性
が
あ
り
、
そ
う
な
る
と
単
に
死
 
 

因
が
変
わ
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
予
防
 
 

の
介
入
ぶ
よ
っ
て
個
人
‥
の
死
に
方
に
つ
 
 

い
て
の
選
択
権
を
奪
っ
て
い
る
可
餞
性
 
 

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
2
）
。
さ
ら
に
 
 

高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
．
、
忍
知
症
の
有
 
 

病
率
は
高
ま
る
の
で
、
社
会
的
コ
ス
ト
 
 

が
増
え
る
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
 
 
 

（
注
．
3
）
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
高
齢
者
医
療
確
保
 
 

法
に
基
づ
く
新
し
い
予
防
策
に
よ
る
医
 
 

、
り
療
費
の
・
抑
制
に
は
旋
・
闘
が
あ
る
の
で
、
 
 

少
な
く
て
も
健
診
受
診
率
等
の
目
壊
値
 
 

の
達
成
と
高
齢
者
医
療
に
対
す
る
支
援
 
 

金
の
増
減
と
を
サ
ン
グ
＿
せ
ず
、
予
防
 
 

施
策
の
成
否
は
健
康
寿
命
の
延
長
に
よ
 
 
 

っ
て
評
価
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

の
方
法
讐
の
 
 

品
約
銅
 

方
法
論
上
の
問
題
点
と
し
て
、
ま
ず
 
 

対
象
と
す
べ
き
人
月
に
つ
い
て
、
2
0
 
 

0
4
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
デ
ー
 
 

タ
を
用
い
て
分
析
す
る
。
亜
歳
以
上
の
 
 

一
般
人
口
に
お
け
る
健
診
受
診
率
を
年
 
 

齢
階
層
別
に
み
る
と
、
図
－
に
示
す
と
 
 

お
り
、
男
性
は
職
場
像
診
が
あ
各
の
で
、
 
 

如
歳
未
満
ま
で
は
7
剖
を
超
え
て
い
る
 
 

が
、
0
0
歳
以
後
は
徐
々
に
下
が
っ
て
い
 
 

く
。
十
方
、
女
性
は
0
0
歳
代
ま
で
は
・
6
 
 

剖
程
度
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
が
、
祁
 
 

歳
以
後
は
下
が
っ
て
い
る
。
 
 
 

健
診
を
受
診
し
な
か
っ
た
理
由
を
み
 
 

る
と
、
蔚
1
計
（
9
・
1
％
）
が
雇
 
 

凍
機
関
に
人
造
院
し
て
い
た
か
ら
」
と
 
 

答
え
て
い
る
。
こ
れ
を
年
齢
階
級
別
に
 
 

み
る
と
、
亜
代
で
軋
3
・
5
％
だ
が
、
 
 

鋤
代
で
は
．
2
剖
近
く
（
1
9
・
7
％
）
に
 
 

達
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
受
 
 

療
し
て
い
る
割
合
は
図
．
2
に
示
す
と
お
 
 

り
で
あ
り
、
6
5
～
7
4
歳
の
前
期
高
齢
者
 
 

に
つ
い
て
は
6
1
・
5
％
が
通
院
中
で
あ
 
 

っ
で
、
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
理
由
と
 
 

し
て
挙
げ
ら
れ
た
割
合
（
u
・
．
3
％
）
の
 
 

4
倍
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
通
院
者
の
通
院
理
由
を
み
る
 
 

と
、
図
3
に
示
す
と
お
り
、
．
防
塵
以
上
 
 

の
4
傍
の
1
は
高
血
圧
症
で
あ
り
、
複
 
 

数
回
答
ゆ
え
単
純
に
合
計
で
㌢
な
い
 
 

が
、
高
脂
血
症
と
糖
尿
病
を
加
え
る
と
、
 
 

餌
歳
以
上
の
一
般
人
ロ
の
約
3
割
は
、
■
 
 

健
診
対
象
疾
患
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
、
 
 

す
で
に
受
療
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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図2 一般人口における通院者の年齢階層別割合  

（※設問「あなたは現在、病気やけがで病院や診療所、あんま・針灸に通ってい草すかり）  
ま
た
、
亜
～
糾
歳
で
も
2
．
－
5
劃
が
通
 
 

院
中
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
5
分
の
1
か
 
 

ら
3
分
の
1
は
高
血
圧
症
、
高
脂
血
 
 

症
、
糖
尿
病
を
有
し
て
い
る
。
 
 

80  
％   

70  

60  

50  

40  

30  

20  
．
健
診
は
本
来
、
自
覚
的
に
健
康
な
暑
 
 

が
対
象
で
あ
け
、
現
に
通
院
し
て
い
る
 
 

患
者
が
健
診
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
の
 
 

は
当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
齢
 
 

2∝抜年度国民生活基礎調査より俸成  

因3 一般人口において生講習慣病で通院している著ゎ年齢階層別割合・複数回答  

30．0   
％  

25．0  

20．0  

15．0■  

10．0  

5．0   

正0  

⊥
T
 
 
 に

な
る
ほ
ど
通
院
率
は
高
ま
る
の
で
、
 
 

高
齢
者
の
健
診
受
診
率
が
低
い
の
も
当
 
 

．
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
高
血
圧
症
」
、
 
 

「
高
脂
血
症
」
、
「
糖
尿
病
」
で
通
院
し
 
 

罰X姥年度国民生活基礎調査より件成  

因4 前期高齢者における本来の健診対象者  

過去1年間に通院  
経験のある患者   

現在、通院中の患者※   

現在、博通由副、「■高胞血症」、  
「糖尿病」で通院中の患者※   

「生活習慣病管理料」を  
診療報酬で請求  

本来の特定健診の対象  

が
効
果
的
だ
か
ら
で
あ
る
 
 

（
注
4
）
。
す
な
わ
ち
、
医
療
 
 

の
一
環
と
し
て
健
診
を
行
う
 
 

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
阻
ん
 
 

で
■
い
る
の
が
、
日
本
に
お
け
 
 

か
「
保
匡
と
「
医
療
」
一
打
 
 

分
断
で
あ
り
、
健
康
保
険
法
 
 

ぷ
給
付
を
「
診
断
治
療
」
に
 
 

限
定
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
「
保
健
」
に
お
け
る
「
特
定
 
 

保
健
指
導
」
は
、
実
は
診
療
報
酬
の
 
 

「
生
活
習
慣
管
理
料
」
と
心
て
す
で
に
 
 

20明年度国民生活基階調査を元に作成  

て
い
る
の
に
健
診
を
受
け
て
 
 

．
い
れ
ば
、
そ
の
ほ
う
が
問
題
 
 

で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
 
 

ら
、
高
脂
血
症
J
 
高
血
圧
 
 

症
、
糖
尿
病
で
通
院
治
療
 
 

を
開
始
し
た
時
点
で
、
順
 
 

次
、
特
定
健
診
の
対
象
よ
り
 
 

除
外
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
 
 

す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 
．
 

き
ら
に
粛
査
時
点
に
お
け
 
 

る
通
院
者
だ
け
で
は
な
く
、
 
 

過
去
1
年
間
に
通
院
経
験
 
 

の
あ
る
者
に
つ
い
て
も
、
健
 
 

診
対
象
か
ら
の
除
外
を
検
討
 
 

す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
キ
 
 

健
診
は
風
邪
な
ど
町
病
気
で
 
 

プ
ラ
イ
ヤ
小
一
ケ
ア
医
を
受
 
 

▲
診
し
た
時
に
実
施
し
た
ほ
う
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請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
必
 
 

要
が
あ
る
。
「
生
活
習
慣
病
管
理
料
」
 
 

は
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
、
．
葡
尿
病
 
 

の
患
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
静
求
す
 
 

る
際
に
は
、
所
定
の
書
式
に
達
成
目
標
、
 
 

行
動
日
標
、
重
点
む
置
く
領
域
を
そ
れ
 
 

ぞ
れ
記
載
す
る
必
要
が
あ
カ
、
こ
の
書
 
 

式
は
「
特
定
保
健
箱
導
」
に
そ
の
ま
ま
 
 

準
用
で
き
よ
う
沌
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
健
診
と
指
導
は
プ
 
 

ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
医
が
、
藩
院
中
の
患
 
 

者
に
対
し
て
診
凍
の
一
環
で
行
う
ぺ
き
 
 

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
技
能
は
 
 

産
業
医
や
ス
ポ
ー
ツ
医
と
は
似
て
非
か
 
 

る
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
後
新
た
に
取
 
 

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
保
健
師
．
 
 

や
管
理
栄
華
士
に
つ
い
て
は
地
域
医
師
 
 

会
等
で
プ
ー
．
ル
し
、
必
要
に
応
じ
て
各
 
 

医
療
機
関
に
派
遣
す
る
の
も
一
つ
の
方
 
 

法
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

◎
保
健
と
医
療
の
関
係
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
「
特
定
健
診
」
、
「
特
 
 

定
保
健
指
導
」
の
課
題
を
整
．
理
し
、
 
－
 
 

「
r
保
健
予
防
」
．
の
対
象
者
を
厳
密
に
規
 
 

定
す
る
と
、
図
4
の
白
の
部
分
に
限
ら
 
 

れ
る
。
「
生
活
習
慣
病
管
理
料
請
求
患
 
 

．
 
 

者
」
、
．
「
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
 
 

病
の
通
院
者
」
は
必
ず
除
外
す
る
ぺ
を
 
 で

あ
り
、
さ
ら
に
「
現
在
の
通
院
者
」
、
 
 

「
過
ま
1
年
間
の
通
院
寮
凝
着
」
に
つ
 
 

い
て
も
除
外
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

両
者
を
合
計
す
る
と
、
嵐
期
高
齢
者
の
 
 

8
割
以
上
に
達
す
る
と
想
定
で
き
る
。
 
 

な
お
、
「
生
活
習
慣
病
管
理
料
」
の
請
 
 

求
件
数
は
、
2
0
0
5
年
社
会
医
療
診
 
 

療
行
為
別
調
査
に
よ
る
と
、
一
般
診
療
 
 

の
0
・
6
．
％
に
相
当
す
る
が
、
老
人
医
 
 

療
で
世
話
求
で
き
な
い
。
 
 

．
日
常
診
療
の
一
環
で
像
診
と
■
蒲
導
を
 
 

行
い
、
医
療
保
険
で
給
付
す
る
こ
と
は
 
 

可
餞
で
あ
り
、
現
に
■
2
0
0
7
年
γ
月
 
 

5
日
の
社
会
保
障
審
議
会
・
後
期
高
齢
・
 
 

者
医
療
の
在
り
方
に
関
す
る
時
計
部
会
■
 
 

で
、
後
期
高
齢
者
に
労
し
▼
て
年
2
回
程
 
 

度
の
定
期
的
な
換
査
｛
＝
健
診
）
を
外
．
 
 

来
診
療
で
実
施
す
る
こ
と
が
琴
言
さ
れ
 
 

て
い
渇
J
筆
者
は
乃
歳
凍
満
に
対
し
で
 
 

も
、
同
様
に
医
療
保
険
の
井
内
で
給
付
 
 

す
る
べ
き
と
考
え
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
・
医
療
保
険
で
給
付
 
 

す
る
際
の
障
壁
と
し
て
、
健
康
保
険
法
 
 

以
外
に
も
、
「
保
健
」
．
と
「
医
療
」
と
 
 

で
は
、
次
の
基
本
拇
な
相
違
点
が
あ
り
、
 
 

こ
れ
ら
の
課
題
を
一
．
つ
ず
つ
解
決
し
な
 
 

け
れ
ば
い
け
な
い
。
 
 

①
僚
診
に
お
け
る
利
用
負
担
は
原
則
的
 
 

に
な
く
、
本
人
が
追
加
検
査
を
希
望
し
 
 

た
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
だ
け
が
有
料
 
 

－
」
－
 
 

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
医
療
に
は
患
 
 

者
負
担
が
あ
り
、
高
齢
竜
は
原
則
1
 
 

謝
、
⊥
般
は
3
乱
で
ぁ
る
。
そ
の
背
景
 
 

に
は
、
健
診
の
受
診
は
望
ま
し
い
が
、
 
 

医
療
の
場
合
は
安
易
な
受
診
を
抑
制
す
 
 

る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
政
策
判
断
の
 
 

相
違
が
あ
る
。
 
 

②
サ
ー
ビ
ス
を
淀
供
す
る
機
関
は
、
と
 
 

も
に
契
約
機
開
に
限
定
さ
れ
る
が
、
医
 
 

療
の
場
合
は
原
則
的
に
全
て
で
あ
る
の
 
 

に
対
し
て
、
健
診
の
場
合
は
各
保
険
者
 
 

と
の
個
別
契
約
で
あ
る
。
 
 

③
健
診
組
果
は
電
子
媒
体
で
の
報
告
 
 

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
医
慮
の
レ
．
 
 

セ
プ
ト
請
求
も
2
〇
．
〇
8
年
度
よ
り
順
 
 

次
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
が
、
病
名
等
 
 

の
凛
準
化
な
ど
に
未
だ
大
き
な
課
題
を
 
 

抱
え
て
お
り
、
両
者
の
突
合
は
容
易
で
 
 

な
い
。
■
 
 

④
■
健
診
・
指
導
の
財
源
は
・
一
般
財
源
 
 

か
ら
保
険
料
に
変
わ
る
の
で
、
医
療
と
 
 

一
－
本
化
さ
れ
る
。
だ
が
、
健
診
は
こ
れ
 
 

ま
で
国
か
ら
の
助
成
と
市
町
村
の
一
姫
 
 

予
算
で
実
施
さ
れ
て
き
た
た
め
、
国
保
 
 

の
特
別
会
計
で
賄
う
う
え
で
改
題
が
残
 
 

っ
て
い
る
。
 
 
 

2
今
、
な
ぜ
介
護
予
防
か
 
 

介
護
予
防
施
策
に
力
点
が
置
か
れ
る
 
 よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
特
定
健
診
・
指
 
 

導
が
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
の
 
 

と
同
じ
く
、
介
護
給
付
費
の
抑
制
で
あ
 
 

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
給
付
対
象
者
の
増
 
 

加
が
最
も
著
し
か
っ
た
要
支
援
、
要
介
 
 

護
1
の
増
加
を
抑
制
し
、
そ
れ
に
よ
っ
 
 

て
現
時
点
の
要
支
琴
要
介
護
1
打
給
 
 

付
費
を
抑
制
す
る
だ
骨
で
は
な
く
、
こ
 
 

れ
ら
の
認
定
者
が
訪
問
介
護
を
受
け
る
 
 

こ
上
に
よ
っ
て
虚
弱
化
ザ
促
進
さ
れ
る
 
 

の
で
、
臆
来
に
お
け
る
給
付
も
い
っ
そ
 
 

う
押
し
上
げ
ら
れ
る
、
と
判
断
さ
れ
た
 
 

か
ら
で
あ
り
、
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
 
 

に
対
応
す
る
た
め
以
下
の
3
つ
の
水
際
 
 

作
戦
が
採
ら
れ
た
。
 
 

①
 
要
支
援
1
、
2
に
対
す
る
サ
ト
ビ
 
 

ス
を
予
防
に
限
定
す
る
。
具
体
的
に
は
ヾ
 
 

介
護
報
酬
を
下
げ
‥
包
括
化
す
る
こ
と
 
 

で
訪
問
介
護
を
抑
制
し
、
適
所
に
お
け
 
 

る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
．
に
据
え
 
 

る
。
 
 

②
 
要
支
援
に
認
定
さ
れ
な
い
が
、
ハ
 
 

イ
リ
ス
ク
の
高
齢
者
で
あ
る
「
特
定
高
 
 

齢
者
L
を
新
た
に
測
定
し
ー
、
予
防
施
策
 
 

を
整
備
す
る
。
 
 

③
・
「
一
般
高
齢
者
」
に
対
す
各
事
業
 
 

を
集
団
に
対
す
る
健
康
教
室
等
に
限
定
 
 

し
、
個
人
を
対
象
と
し
た
配
食
等
は
原
 
 

則
的
に
受
け
ら
れ
か
い
よ
う
に
改
め
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
介
護
予
防
施
策
が
体
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系
化
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
3
つ
の
介
護
 
 

予
防
施
魔
の
対
象
者
に
、
介
護
保
険
の
 
 

要
介
護
者
を
加
え
て
整
理
す
る
と
、
図
 
 

5
の
通
り
に
一
な
る
。
葺
い
順
に
、
要
介
 
 

護
高
齢
者
、
要
支
援
高
齢
者
、
特
定
高
 
 

齢
者
、
■
一
般
高
齢
者
と
並
ぶ
が
、
対
象
 
 

者
の
把
握
堅
一
つ
の
流
れ
七
分
断
さ
れ
 
 

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
一
般
健
 
 

診
（
2
0
0
8
年
度
よ
り
特
鹿
健
診
）
 
 

を
受
け
る
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
が
併
せ
 
 

て
回
答
す
る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
上
 
 

に
基
づ
く
流
れ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
・
 
 

介
儲
保
険
に
申
請
し
、
訪
問
調
査
後
の
 
 

認
定
審
査
に
基
づ
く
凍
れ
で
あ
る
。
そ
 
 

の
た
め
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
 
 

つ
の
異
な
る
プ
ロ
セ
ス
で
把
握
さ
れ
た
 
 

対
象
者
の
間
の
階
啓
開
係
が
担
保
さ
れ
 
 

て
い
な
い
。
 
 
 

◎
特
定
高
齢
者
と
は
？
 
 

特
定
高
齢
者
は
、
要
支
磯
ほ
ど
重
く
 
 

な
い
が
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
窟
齢
老
で
あ
 
 

る
。
・
表
－
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
 
 

に
示
す
A
運
動
機
能
、
．
B
栄
養
、
℃
口
 
 

腔
、
D
閉
じ
こ
も
り
、
E
認
知
機
能
、
 
 

F
う
■
つ
に
関
す
る
各
設
問
項
目
に
対
し
 
 

て
、
俸
診
を
受
潜
す
る
際
に
記
載
し
た
 
 

回
答
結
果
に
よ
っ
て
「
特
定
高
齢
者
」
 
 

の
「
候
補
者
」
が
選
定
さ
れ
る
 
（
た
だ
 
 

し
、
B
M
I
の
計
算
は
健
診
機
関
が
行
 
 

い
、
ま
た
う
つ
状
態
に
関
す
る
項
自
は
 
 

選
定
に
直
接
関
係
し
て
い
な
い
）
。
 
 
 

次
い
で
．
壁
診
劇
団
の
医
師
が
、
A
～
 
 

F
の
各
基
準
へ
の
該
当
を
確
認
し
た
う
 
 

え
で
、
事
業
ぺ
の
参
加
が
適
切
と
判
断
 
 

す
れ
ぼ
．
「
特
定
高
齢
者
」
と
な
る
が
、
 
 

実
際
の
参
加
は
地
域
包
括
支
援
セ
．
ン
タ
 
 

ー
で
の
面
談
で
意
思
が
確
認
さ
れ
た
後
 
 

で
決
ま
る
。
な
お
、
「
層
定
高
齢
者
の
 
 

候
補
者
」
、
「
特
定
高
齢
者
」
、
「
同
事
業
 
 

参
加
者
」
の
区
別
は
現
場
担
当
者
に
も
 
 

徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
混
乱
に
拍
車
を
 
 

か
け
て
い
る
。
 
 
 

事
業
内
容
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
 
 

老
人
保
健
事
業
（
予
防
）
．
と
介
護
予
 
 

防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
（
福
祉
）
音
 
 

読
合
し
、
再
横
罫
し
て
い
る
一
。
例
え
ば
、
 
 

従
来
の
老
人
保
健
事
業
の
適
所
型
機
能
 
 

訓
練
（
A
、
主
に
お
け
る
瀾
じ
こ
も
 
 

り
予
防
∴
支
援
事
業
と
、
介
護
予
防
・
 
 

地
域
支
え
今
い
事
業
の
生
き
が
．
い
と
健
 
 

康
づ
く
り
推
進
事
業
が
統
合
さ
れ
た
。
 
 

ま
た
財
源
七
っ
い
て
は
、
一
般
財
源
か
 
 

ら
介
護
保
険
財
渾
に
移
管
さ
れ
、
介
護
 
 

保
険
財
源
の
中
か
ら
高
齢
者
が
負
担
す
 
 

る
介
護
保
険
料
で
賄
わ
れ
、
介
護
給
付
 
 

費
の
1
・
5
％
が
上
限
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

Ⅰ
0
0
－
 
 
 ①

〓
～
銅
の
う
ち
、
1
2
項
目
7
－
ユ
0
項
目
 
 

以
上
が
該
卦
 
 

②
弼
－
帥
の
5
問
（
運
動
器
）
全
て
1
 
 

3
項
目
以
上
が
該
当
 
 

③
帥
、
摘
の
2
問
葉
書
）
■
全
て
が
該
 
 

当
－
象
更
な
し
 
 

⑥
摘
～
的
の
3
閏
（
口
腔
）
全
て
1
2
 
 

項
目
以
上
が
該
当
 
 
 

さ
ら
に
医
師
の
評
価
区
分
に
つ
い
て
 
 

特
定
高
齢
者
施
策
ば
2
 
 

0
0
6
年
度
か
ら
導
入
さ
 
 

れ
、
事
漂
参
加
者
の
目
標
値
 
 

は
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
 
 

の
5
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
 
 

等
入
初
年
度
∴
2
0
0
6
 

年
度
）
 
の
実
測
値
ば
、
候
補
 
 

者
が
高
齢
者
人
口
の
．
1
・
 
 

1
8
％
、
医
師
の
判
定
後
は
 
 

0
・
亜
％
と
目
標
の
1
0
分
の
 
 

1
で
あ
り
、
さ
ら
に
事
業
参
 
 

加
者
は
0
・
M
％
で
、
日
夜
 
 

の
3
0
分
の
1
▲
 
の
値
で
あ
っ
 
 

た
。
■
そ
こ
で
国
は
、
2
■
0
0
 
 

7
年
4
月
よ
り
候
補
者
を
把
 
 

握
す
る
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
 
 

ク
リ
ス
ト
の
基
準
を
以
下
の
 
 

通
り
に
攻
め
」
 
そ
の
筋
宋
、
 
 

該
当
す
る
候
補
者
は
、
健
診
 
 

受
診
者
の
2
0
人
に
1
人
か
ら
 
 

4
人
に
1
人
に
増
ゝ
 
 
ス．  

る  

と  
推  

計  

し 国5 介護予防施策の対象者を把握する2つのプロセス  

も
、
表
2
に
示
す
と
お
り
、
事
業
へ
の
 
 

参
加
を
除
外
す
る
選
択
肢
が
選
ば
れ
に
 
 

く
い
よ
う
に
工
長
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
 
 

「
候
補
者
」
か
う
の
除
外
は
、
駿
％
か
 
 

ら
劫
％
に
減
少
す
る
と
推
計
し
た
。
そ
 
 

の
癖
果
、
特
定
高
齢
者
の
候
補
者
は
、
 
 

高
齢
人
口
．
の
0
・
亜
％
よ
り
1
0
％
に
、
 
 

ま
た
事
業
の
参
加
率
も
3
分
の
1
よ
り
 
 

2
分
の
1
に
上
が
っ
て
、
0
・
1
4
％
よ
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◎
特
定
高
齢
者
施
策
の
問
題
点
 
 

第
一
に
、
基
準
の
凄
利
に
よ
り
、
轟
 
 

定
さ
れ
る
特
定
高
齢
者
が
増
え
て
も
、
 
 

事
業
に
参
加
す
る
割
合
は
厚
生
労
働
省
 
 

り
5
％
ま
で
大
幅
に
増
え
、
当
初
の
目
 
 

標
値
を
達
成
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
 
 

表1「基本チェックリスト」の設問  

バスや電事で1人で外出していますか′ （はい・いいえ）  1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 

（はい・いいえ）  日用品の買物を．していますか  
預貯金の出し入れをしていますか  

友人の家を訪ねていますか  

豪族や友人の相談にのっていますか  

116カ月間で2～弛以上の体重減少がありましたか  

12 身長  ¢m 体重  kg （BMI〒18．5未満）  
が
瓢
待
し
た
よ
う
に
は
増
え
ず
、
む
し
 
 

を
改
定
前
よ
り
も
低
下
す
る
と
予
想
さ
 
 

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
■
を
な
み
に
、
東
京
 
 

都
A
市
で
、
基
準
が
緩
和
さ
れ
る
・
前
に
 
 

行
っ
た
調
査
で
も
、
不
参
加
の
理
由
と
 
 

し
て
「
健
康
、
何
も
支
障
な
い
」
が
4
 
 

剖
、
「
セ
ル
フ
ケ
ア
で
十
分
」
ザ
通
％
 
 

で
あ
り
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
過
半
数
 
 

D閉じこもり  16 過に1回以上は外出していますか・  

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか  

－
¢
－
 
 
 

に
達
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
基
準
 
 

の
顔
和
で
よ
り
健
康
な
対
象
者
ぷ
「
特
 
 

定
高
齢
者
」
．
に
な
る
の
で
、
参
加
率
は
 
 

低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

第
二
七
、
医
師
の
評
価
方
法
の
変
更
 
 

に
よ
り
、
－
特
定
高
齢
者
事
業
へ
の
■
参
加
 
 

を
「
不
適
切
」
と
判
定
し
に
く
Y
な
っ
 
 

た
が
、
介
護
認
定
す
る
際
の
主
治
医
意
 
 

表2 医師による評価区分の改正  

【改正後】．  
ア空清機能の低下有り   

アー（ア）介護予防事業の利用が  

【改正前】  

ア医療を優先すべき繋  

イ生活機能の著＿しい低下有り  

り生活機能の著しい低下無■し※  望－ましい  

ァー（イ）医学的な理由により二   

次の介護予防事業の御用は   

不適当   

［］全て※   

□運動器の．機能向上   

［コ栄養改善   

ロ口腔機能の向上   

□その他（  

イ生活機能の低下無し濃※  

見
書
と
異
な
り
、
評
価
．
の
み
で
、
高
齢
 
 

者
の
特
性
に
つ
い
て
記
載
す
る
箇
所
は
 
 

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
に
参
加
し
 
 

て
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
の
免
責
条
項
 
 

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

夢
二
た
、
最
も
重
大
な
問
題
は
、
前
 
 

提
と
な
っ
て
い
る
階
層
構
造
で
あ
る
。
 
 

す
な
わ
ち
、
「
一
般
高
齢
者
」
が
虚
弱
 
 

※選択きれた場合には特定高齢者の候補から除外  

★衰1のArFの各基準に全て該当しなかった場合にのみ選択できる  
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化
す
る
と
 
「
特
定
高
齢
者
」
に
な
り
、
 
 

さ
ら
に
虚
弱
化
す
る
と
 
「
要
支
援
者
」
 
 

に
、
次
い
で
「
要
介
護
者
」
に
 

い
う
階
層
構
造
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
 
 

そ
の
根
拠
は
乏
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
図
 
 

一
5
で
示
し
た
通
り
、
「
特
定
高
齢
者
」
 
 

の
選
定
忍
、
基
本
健
診
と
併
せ
て
行
う
 
 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
な
さ
れ
る
が
、
 
 

「
要
支
援
者
」
．
、
「
要
介
護
者
」
の
選
定
 
 

は
本
人
の
申
請
に
よ
る
．
7
9
項
目
の
介
護
 
 

認
定
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
、
－
全
く
別
．
 
 

の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
各
か
ら
で
あ
る
（
注
 
 

5
）
。
 
 
 
そ
の
結
果
、
先
の
A
市
の
調
査
に
よ
 
 

る
と
、
要
支
援
の
4
人
に
1
人
、
－
要
介
 
 

護
認
定
者
の
6
人
に
1
人
は
、
改
定
後
 
 

の
緩
和
さ
れ
た
特
定
高
齢
者
候
補
の
選
 
 

定
基
準
を
用
い
て
も
満
足
し
な
い
用
 
し
 
 

た
が
っ
て
、
健
診
の
際
の
基
本
チ
ェ
ッ
 
 

ク
リ
ス
ト
で
特
定
高
齢
者
の
候
補
に
選
 
 

定
さ
れ
な
く
て
も
、
介
護
保
険
の
認
定
 
 

／
し
 
 

審
査
を
受
け
れ
ば
要
文
選
・
要
介
護
に
 
 

な
る
場
合
が
あ
り
、
▼
逆
に
要
支
援
・
一
要
 
 

介
護
に
認
定
さ
れ
て
も
特
定
高
齢
者
の
 
 

候
補
に
選
定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
 
 

・
最
後
に
、
以
上
の
よ
う
に
特
定
高
齢
 
 

者
と
．
要
支
援
者
と
で
把
握
す
る
方
法
が
 
 

分
断
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
用
意
 
 

さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
 
 

問
に
も
整
合
性
が
な
い
。
ま
た
利
用
者
 
 

の
負
担
も
、
特
定
高
齢
者
施
策
は
「
予
 

防
」
で
あ
る
の
で
無
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
 

も
あ
る
が
、
介
護
給
付
の
場
合
は
「
保
 
 

険
」
ゆ
え
1
剖
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

確
か
▼
に
地
域
旬
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
両
 
 

者
を
所
管
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 
 

担
当
者
が
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
利
 
 

用
者
に
対
し
て
両
者
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
 
 

と
自
己
負
担
額
を
比
較
す
る
メ
ニ
ュ
ー
 
 

も
提
示
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

さ
改
革
私
案
 
 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
医
は
、
患
者
の
 
 

生
活
面
全
体
Ⅵ
医
学
的
側
面
を
管
理
す
 
 

る
責
任
が
あ
り
、
隆
診
か
ら
介
覆
サ
ー
 
 

ビ
ス
ま
で
の
各
分
野
に
対
応
す
べ
き
で
 
 

．
 

あ
る
。
【
う
し
た
観
点
か
ら
以
下
を
提
 
 

言
す
る
。
 
 

①
．
健
診
、
保
僚
指
導
を
プ
ラ
イ
マ
リ
 
 

ー
ケ
ア
医
が
日
常
診
療
の
二
塚
で
提
供
 
 

し
、
医
療
保
険
で
給
付
す
る
よ
う
に
改
 
 

め
る
。
そ
の
た
め
に
舷
外
来
主
治
医
の
 
 

体
制
を
順
次
整
備
す
る
必
要
か
あ
る
。
 
 

そ
の
一
つ
の
方
法
は
、
患
者
が
温
ん
だ
 
 

外
来
主
治
医
は
療
養
管
理
料
を
、
ま
l
た
 
 

他
の
医
師
が
処
方
内
容
や
換
査
羞
果
の
 
 

億
報
を
外
来
主
治
医
に
提
供
し
た
場
■
合
 
 

に
は
情
報
提
供
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
期
 
 

ー
一
〇
1
 
 

高
齢
者
の
診
療
報
酬
に
お
い
て
ま
ず
確
 
 

立
す
る
。
 
 

②
 
健
診
の
内
容
を
各
個
人
の
リ
ス
ク
 
 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
基
づ
い
て
決
め
る
指
 
 

針
、
 

留
意
し
て
医
学
的
管
理
を
行
う
た
め
の
 
 

指
針
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
併
せ
て
諒
 
 

習
合
を
開
催
す
る
。
 
 

③
 
外
来
主
治
医
に
患
者
の
 
「
保
健
」
 
 

と
「
介
護
」
の
サ
ー
ビ
ス
と
了
ウ
ト
カ
 

ム
の
情
報
が
象
射
さ
れ
る
体
制
を
整
備
 
 

す
る
。
健
診
、
保
健
恕
導
の
情
報
に
つ
 
 

半
て
は
、
外
来
主
治
 

中
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
を
れ
ば
、
診
 
 

療
デ
ー
タ
と
の
突
合
や
プ
ラ
イ
バ
シ
L
 
 

の
問
題
は
な
く
な
る
。
そ
の
う
え
で
外
 
 

来
主
治
医
か
ら
の
情
報
を
個
人
が
識
別
 
 

で
普
な
い
形
で
地
域
に
集
約
レ
、
医
療
 

計
画
・
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
反
 
 

映
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。
 
 

④
 
外
来
主
治
医
が
、
介
護
予
防
事
業
 
 

と
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
適
 
 

香
、
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
す
る
 
 

場
合
は
、
愚
者
の
リ
ス
ク
を
十
分
に
評
 
 

価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
事
故
 
 

が
発
生
し
た
場
合
に
 

次
に
、
現
行
制
度
の
矛
盾
を
解
決
す
 
 

る
た
め
に
、
以
下
を
重
富
す
る
。
 
 

①
 
特
定
高
齢
者
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
 
 

す
る
プ
ロ
セ
ス
と
、
要
支
援
者
を
認
定
 
 す

る
プ
ロ
セ
ス
を
統
合
一
本
化
す
る
。
 
 

前
者
の
基
準
の
妥
当
性
は
一
公
表
さ
れ
て
 
 

ぁ
ら
ず
、
ま
た
儀
者
の
基
準
は
特
別
幸
 
 

一
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
お
け
る
入
 
 

所
者
打
特
性
と
、
ケ
ア
の
内
容
の
統
計
 
 

解
析
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
■
、
 
 

こ
ー
γ
し
た
施
設
入
所
者
の
サ
ン
プ
ル
を
 
 

用
い
て
導
き
出
さ
れ
た
 
「
自
立
」
と
 
 

「
要
支
援
」
を
仕
分
け
・
る
基
準
の
妥
当
 
 

性
に
は
疑
問
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

2
0
1
2
年
に
抜
本
改
革
を
行
う
際
 
 

は
、
両
者
を
統
合
し
、
抜
本
的
に
新
た
 
 

な
選
定
方
法
を
開
発
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

・
◎
介
護
予
防
施
策
を
再
検
討
し
、
介
護
 
 

給
付
費
の
抑
制
策
と
は
分
け
て
爵
論
す
 
 

を
。
東
関
介
護
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
自
立
性
を
換
ね
て
い
る
状
況
も
あ
ろ
 
 

う
が
、
逆
に
地
域
で
の
生
活
の
継
続
を
 
 

支
え
て
い
牒
場
合
も
あ
り
、
例
え
ば
昼
 
 

間
独
居
の
要
支
扱
者
に
対
す
る
提
供
を
 
 

一
律
に
統
制
す
る
べ
き
で
は
叡
い
。
ま
 
 

た
、
運
動
に
よ
る
予
防
効
果
を
、
効
果
 
 

の
持
続
性
を
含
め
て
へ
き
め
細
か
く
換
 
 

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

③
年
齢
に
よ
る
分
断
を
無
く
す
。
現
状
 
 

で
は
7
5
歳
以
上
に
は
特
定
健
診
は
義
務
 
 

化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
．
実
施
さ
れ
な
け
 
 

・
れ
ば
特
定
高
齢
者
候
補
と
し
て
把
握
で
 
 

き
な
い
。
二
万
、
介
護
保
険
で
は
亜
～
 
 

璧
成
で
は
加
齢
性
疾
恩
に
よ
る
要
介
琴
 
 
 

（   
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状
態
で
な
い
限
り
給
付
の
対
象
と
な
ら
 
 

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
、
現
状
で
は
亜
歳
 
 

で
交
通
事
故
に
よ
り
要
介
護
状
態
に
な
 
 

っ
た
場
合
に
は
、
2
5
年
間
介
護
保
険
料
 
 

は
ぁ
う
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
－
 
 

ち
れ
な
い
。
 
 

⑳
患
者
・
利
用
者
Ⅵ
自
己
負
起
の
あ
 
 

り
方
を
白
紙
で
再
検
討
す
る
。
現
状
で
 
 

は
、
・
「
保
健
」
は
公
衆
衛
生
的
な
観
点
 
 

か
ら
無
料
、
医
療
保
険
は
1
～
3
割
負
 
 

担
、
介
護
保
険
は
1
割
に
規
定
さ
れ
て
 
 

【注】  

（1）norpe，KE．，ⅡαⅣard，D．且6200Q・TheriseiEL印endi喝  

among Medica陀bene五ciaries：Tberoleofthronicdisease  

prevalenceanddhange主in－treatmenthtensity・Health  

WebExclusive．178－188．  

（2）Mangin，D．，SweerLey，K＆由eadl，Ⅰ．C2007）・  

hcalthcareindde巾Peq＾eneedsrethiIiking・BMJ335：285－  

287  

（3）BI甲neトCりG弧，L，D間軋，Ma出1e椚，R鼠¢00礼  

Demen血beforedeathhag血噂SOCieties一丁bemo皿iseof  

prevc）1don aJld the rcality・WWWJnCdscapelCOnJview訂♭   

de／550283  

（4）U．S．PreventiveServii＄T恕k馳rce：GtddeりCPnical恥  

，蝕蝕杷鮎而喝Ⅷam皿d触，玉血0Ⅰ℃，1鱒b・頭  

（5）石橋智昭、．池上直己：介護予防遠景におけ争対象者抽出の  

課題一時定高齢者と要支援者の階層的な関係の検証－、厚生   

の指標54（5）：2鼻29、2007  

い
る
が
、
「
保
華
に
対
す
る
規
定
を
 
 

抜
本
的
に
見
直
し
、
利
用
者
の
選
択
に
 
 

■
任
す
ぺ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
特
定
高
 
 

齢
者
の
事
業
参
加
率
が
低
い
一
つ
の
理
 
 

由
は
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
透
れ
 
 

て
い
な
い
一
こ
と
に
あ
り
、
応
分
の
実
費
 
 

を
教
収
し
て
民
間
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
 
 

ラ
ブ
等
に
委
託
す
れ
ば
向
上
す
る
こ
と
 
 

が
期
待
で
き
よ
う
。
 
 
 

以
上
の
私
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
 
 

寄
ぜ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 
 

t  

一   
＿．．．．．▲ ．  

t  
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医
療
制
度
を
故
本
改
革
す
る
必
要
性
が
籍
 
 

摘
さ
れ
な
が
ら
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
の
 
は
そ
れ
 

な
り
の
理
由
が
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
医
療
を
受
け
る
患
者
の
立
場
と
、
 
 

医
療
費
を
負
担
す
る
国
民
の
立
場
と
が
本
質
 
 

的
に
対
立
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
 
 

ち
、
患
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
お
金
に
糸
 
 

目
を
つ
け
ず
に
、
常
に
最
高
の
医
療
を
受
け
 
 

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
 
 

費
用
の
九
剖
近
く
を
負
担
す
る
の
は
国
民
で
 
 

あ
り
、
国
民
と
L
て
は
保
険
科
や
税
金
の
負
 
 

担
が
で
き
る
だ
け
少
な
い
こ
と
を
望
．
ん
で
い
 
 

る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
保
険
者
と
し
て
町
合
理
的
な
対
 
 

ー
は
じ
一
め
に
 
 

二
億
眉
墨
大
学
医
学
部
医
療
政
局
壷
理
学
教
室
教
授
．
池
上
直
己
 
 

げ
 
 

応
は
、
医
療
費
の
か
か
る
高
齢
者
等
や
低
所
 
 

得
者
を
で
き
る
だ
け
他
の
保
険
者
に
移
す
こ
 
 

と
に
よ
っ
て
、
保
険
科
率
を
低
く
抑
え
る
こ
 
 

と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
保
険
の
原
理
に
任
 
 

せ
る
と
、
移
す
こ
と
の
で
き
る
保
険
者
と
、
 
 

で
き
な
い
保
険
者
の
保
険
料
率
の
格
差
は
 
 

益
々
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
ご
」
う
し
た
動
 
 

き
を
抑
制
す
る
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 

そ
れ
が
ま
た
日
本
の
制
度
全
体
を
復
姓
に
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

今
回
の
健
保
法
等
一
部
改
正
に
、
「
保
険
者
 
 

の
緻
合
及
び
再
臨
を
含
む
医
療
保
険
制
度
の
 
 

体
系
の
在
り
方
」
が
附
則
に
記
さ
れ
、
そ
の
．
 
 

後
発
表
さ
れ
た
坂
口
厚
生
労
働
大
臣
の
私
案
 
 

に
よ
っ
て
現
行
制
度
を
改
め
る
方
向
性
が
示
 
 

さ
れ
た
。
 
 
 

今
後
、
関
係
者
の
利
害
を
調
整
す
る
た
め
 
 

－
一
N
－
 
 

に
妥
協
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
将
来
を
見
越
 
 

し
た
医
療
の
公
平
性
の
原
則
に
立
脚
し
た
抜
 
 

本
改
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
．
本
箱
は
こ
う
 
 

し
た
観
点
か
ら
改
革
を
進
め
る
う
え
で
の
基
 
 

・
本
理
念
と
行
動
計
画
を
提
示
す
る
。
 
 

保
険
者
に
お
嘉
ナ
る
財
政
基
盤
は
ど
の
よ
う
 
 

に
な
ケ
て
い
る
■
の
か
、
既
知
の
事
実
で
あ
る
 
 

が
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
 
 
 

保
険
者
は
全
国
に
五
千
以
上
も
存
在
し
て
 
 

お
り
、
大
き
く
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
▼
で
 
 

き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
国
民
の
釣
三
分
の
一
ず
つ
 
 

が
加
入
七
て
い
る
。
 
 
 

第
一
は
、
組
合
健
保
、
共
済
組
合
な
ど
、
 
 

2
税
と
財
政
調
整
に
よ
る
 
 

．
・
J
・
．
 
 
 

昏
官
引
打
毘
埼
転
Ⅵ
旨
小
鳥
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畠
り
‥
叫
打
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大
企
業
や
公
務
員
が
加
入
ん
て
い
る
も
の
で
、
 
 

被
保
険
者
の
保
険
料
の
み
で
医
療
費
は
賄
わ
 
 

れ
て
い
る
。
保
険
科
は
労
使
新
手
が
原
則
で
 
 

あ
る
が
、
使
用
者
側
は
最
高
入
朝
ま
で
負
担
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
平
均
す
る
と
五
 
 

五
％
を
負
担
し
て
い
る
。
 
 
 

第
二
は
、
中
小
企
業
の
勤
労
者
が
加
入
し
 
 

て
い
る
政
管
健
保
で
あ
る
。
中
小
企
業
の
勤
 
 

労
者
は
大
企
業
と
比
べ
て
収
入
が
低
く
、
窟
 
 

気
に
か
か
り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
保
 
 

険
料
だ
け
で
は
妬
い
き
れ
ず
、
国
庫
負
担
、
つ
 
 

ま
り
国
の
一
般
財
源
か
ら
保
険
革
の
不
足
分
 
 

と
し
て
、
全
体
の
一
四
％
を
補
填
t
て
い
る
。
 
 
 

第
三
は
、
自
営
業
者
や
年
金
生
活
者
が
加
 
 

入
七
て
い
る
国
民
健
康
保
険
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

ら
の
加
入
者
に
は
使
用
者
の
負
担
も
な
く
、
 
 

さ
ら
に
一
般
的
に
所
得
も
低
く
、
病
気
に
も
 
 

か
か
り
や
す
い
の
で
、
保
険
科
の
不
足
分
と
 
 

し
て
、
国
が
平
均
し
て
そ
の
半
分
を
我
金
で
 
 

補
填
⊥
て
い
る
。
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
は
 
 

そ
れ
で
も
不
足
す
る
場
合
は
、
保
険
科
を
上
 
 

げ
る
か
、
自
分
た
ち
の
「
般
財
涼
か
ら
補
填
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
医
療
保
険
制
度
 
 

は
職
場
ヤ
地
域
を
単
位
と
し
た
社
会
保
険
方
 
 

式
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
保
険
者
の
 
 

保
険
科
に
よ
る
収
入
と
、
医
療
サ
ト
ビ
ス
の
 
 

給
付
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
た
め
に
 
 

観
で
禰
填
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
老
人
加
入
 
 

率
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
老
人
保
健
法
 
 

靡
職
 
 改

革
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
は
次
 
 

の
点
に
留
意
し
て
苛
つ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
 
 

る
。
 
 
 

昇
一
に
、
医
療
費
を
「
適
正
化
」
す
る
必
 
 

要
は
認
め
る
が
、
▲
一
律
に
「
抑
制
」
す
る
べ
 
 

き
で
は
な
い
。
確
か
に
経
済
不
況
の
中
で
医
 
 

療
費
だ
け
が
増
え
る
の
は
聞
落
か
も
し
れ
な
 
 

い
が
、
も
と
も
と
眉
外
国
と
比
べ
て
低
い
永
 
 

準
に
あ
る
医
療
費
と
、
爽
出
し
て
高
い
水
草
 
 

に
あ
る
公
共
事
業
費
を
同
じ
基
準
に
従
っ
て
 
 

伸
び
を
抑
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
．
現
在
の
ひ
 
 

ず
み
を
固
定
化
す
る
ば
か
れ
で
な
く
、
医
療
 
 

技
術
の
進
歩
と
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
き
 
 

わ
め
て
困
難
に
す
る
。
 
 
 

第
二
に
、
医
療
改
革
に
取
り
軋
む
際
の
方
 
 

向
性
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
保
険
者
が
健
 
 

康
な
人
々
を
加
入
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
て
い
 
 

る
市
場
競
争
よ
り
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
 
 

よ
う
に
、
国
民
に
対
し
て
平
等
な
医
療
を
提
 
 

供
す
る
と
い
う
基
本
原
則
を
堅
持
し
、
そ
の
 
 

枠
の
中
で
競
争
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
 
 

、
γ
し
た
適
訳
の
方
が
医
療
制
度
と
し
て
望
ま
 
 

し
い
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
 
 

還
っ
て
、
医
療
が
国
民
の
権
利
と
し
て
明
確
 
 

に
確
立
し
て
お
り
、
ま
た
格
差
を
認
め
る
こ
 
 

1
」
∽
－
 
 

に
よ
る
財
政
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 
 

3
改
革
私
案
の
基
本
的
な
 
 
 

考
え
方
 
 

と
に
対
す
る
抵
抗
が
格
別
強
い
の
で
、
よ
り
 
 

現
実
的
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
に
、
透
明
で
わ
．
か
り
や
す
い
制
度
に
 
 

す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
医
療
制
度
は
国
 
 

際
的
に
み
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
に
も
か
 
 

か
わ
ら
ず
、
国
民
の
支
持
を
十
分
得
る
こ
と
 
 

が
で
き
を
い
の
－
ま
、
制
度
全
体
が
わ
か
り
に
 
 

く
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
 

を
し
た
ら
、
ど
こ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
保
障
 
 

さ
れ
る
か
に
つ
い
て
の
対
応
関
係
が
よ
り
明
 
 

確
な
制
度
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
 
 
 

第
四
に
、
政
府
と
し
て
の
最
大
課
題
で
あ
 
 

る
行
財
政
改
革
と
重
合
牲
を
保
っ
て
医
療
改
 
 

革
を
進
ぬ
る
必
要
が
あ
る
。
医
療
の
蕩
合
は
、
 
 

そ
の
中
で
特
に
国
か
ら
都
道
府
県
（
以
下
、
 
 

県
と
整
 
へ
の
権
限
の
委
譲
が
重
要
と
な
っ
 
 

て
．
い
る
。
地
方
分
准
は
一
般
に
基
密
自
治
体
 
 

で
あ
る
市
町
村
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
 
 

医
療
は
介
護
等
と
異
な
り
、
よ
り
広
域
的
に
 
 

対
応
す
る
必
要
 

ご
と
に
高
度
の
医
療
が
遣
使
で
き
る
病
院
を
 
 

整
備
す
右
の
は
き
わ
め
て
非
効
率
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
・
、
権
限
が
市
町
村
に
委
譲
さ
れ
れ
ば
、
 
 

県
と
し
て
■
の
役
封
は
徐
々
に
な
く
な
る
 

新
た
な
役
割
を
用
意
す
る
必
要
も
あ
る
。
ち
 
 

な
み
に
、
カ
ナ
ダ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
 
 

県
が
医
療
を
所
管
し
て
お
り
、
医
療
が
県
の
 
 

も
っ
と
も
大
き
な
政
策
課
題
で
あ
る
と
同
時
 
 

に
、
最
大
の
選
挙
争
点
と
な
っ
て
お
り
、
地
 
 

方
自
治
を
活
性
化
さ
せ
て
い
か
。
つ
ま
り
、
 
 

電
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医
療
保
険
制
度
の
最
大
の
問
題
は
、
高
齢
 
 

者
と
低
所
得
者
の
医
療
費
が
国
保
に
集
中
し
 
 

て
お
り
、
国
保
が
制
度
全
体
の
最
大
の
ア
キ
 
 

レ
ス
腱
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
 
 

が
っ
て
、
国
保
の
改
革
な
ぐ
し
て
は
、
抜
本
 
 

的
は
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
で
、
国
保
を
中
心
 
 

に
、
県
を
主
体
と
す
る
筆
者
の
改
革
私
案
を
 
 

以
下
、
提
示
す
る
。
 
 
 

ま
ず
県
と
し
て
緊
急
的
対
応
と
し
て
、
第
 
 

県
に
よ
っ
て
制
度
や
公
的
牒
障
の
範
囲
と
負
 
 

担
の
程
度
を
国
の
基
本
枠
の
中
で
変
え
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
の
で
、
多
様
性
の
あ
る
政
策
上
 
 

の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
 
 

▲
第
五
に
、
改
革
の
理
念
と
方
向
性
を
明
確
 
 

に
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
重
訂
プ
ロ
セ
ス
に
 
 

っ
い
て
は
、
現
状
を
十
分
潜
ま
え
た
具
体
的
 
 

な
エ
程
表
が
必
要
で
あ
る
。
医
療
は
国
民
雀
 
 

活
に
密
着
し
て
お
り
、
医
師
の
診
療
方
法
も
、
 
 

患
者
の
受
診
形
恵
も
、
一
片
の
法
律
だ
け
で
 
 

変
え
る
こ
と
は
乱
鞋
で
あ
る
の
で
、
漸
進
的
 
 

な
ア
ブ
甘
－
チ
が
確
か
に
必
要
で
あ
る
。
し
 
 

か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
将
来
の
方
向
性
に
 
 

っ
い
で
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
目
磨
の
達
 
 

成
度
を
測
る
客
観
的
な
評
価
尺
度
の
開
発
、
 
 

お
よ
び
そ
れ
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
フ
ィ
ー
ド
 
 

バ
ッ
ク
で
き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。
 
 

4
改
革
私
案
 

～
県
主
体
と
財
政
調
．
整
～
 
 

∋
 
 一

に
、
県
内
の
各
国
保
の
徴
収
実
態
を
正
確
 
 

に
凝
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
国
 
 

保
の
保
険
科
（
税
）
の
算
定
は
、
癒
能
割
合
や
 
 

応
益
割
合
、
資
産
評
価
の
有
無
等
で
バ
ラ
つ
 
 

き
が
大
き
く
、
そ
の
た
め
保
険
者
間
の
相
違
 
 

を
比
乾
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、
県
と
し
て
一
 
 

っ
の
標
準
的
な
方
式
を
用
い
て
各
市
町
村
の
 
 

保
険
科
負
担
を
算
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
 
 

体
的
に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
 
 

な
く
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
、
繰
り
出
し
 
 

も
な
い
と
い
う
前
旋
で
、
給
付
実
景
に
基
づ
 
 

い
て
各
市
町
村
の
保
険
科
を
算
定
す
る
こ
と
 
 

で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
可
能
な
範
囲
で
凛
 
 

準
世
帯
に
お
け
る
所
得
階
層
如
保
険
科
負
担
 
 

額
を
算
定
し
、
市
町
村
間
の
格
差
を
県
民
に
 
 

広
報
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
国
保
に
加
 
 

入
し
て
ぃ
る
住
民
の
み
が
利
益
を
受
け
る
一
 
 

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
公
平
性
の
戟
．
 
 

点
か
ら
問
題
ゆ
え
除
外
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
二
は
、
高
額
医
療
費
の
共
同
事
業
の
範
 
 

囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
行
の
八
十
 
 

万
円
は
国
、
県
の
助
成
を
受
け
て
、
七
十
万
 
 

円
に
引
き
下
が
る
こ
と
は
既
に
決
ま
っ
て
い
 
 

る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
県
の
単
独
事
業
と
L
 
 

て
、
各
国
保
が
拠
出
す
る
再
保
険
称
を
財
源
 
 

に
、
高
額
医
療
費
の
対
象
を
毎
年
十
万
円
ず
 
 

っ
引
き
下
げ
る
措
置
せ
導
入
す
る
。
そ
の
結
 
 

果
、
■
一
部
の
市
町
村
で
は
保
険
科
は
上
が
る
 
 

こ
と
に
な
る
が
、
激
変
な
く
医
療
費
負
担
の
 
 

平
準
化
を
実
現
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
 
 

－
一
皐
－
 
 

な
平
準
化
が
予
め
な
さ
れ
な
い
限
り
、
国
保
 
 

の
合
併
を
目
指
し
て
も
、
合
併
に
よ
っ
て
一
 
 

方
の
保
険
料
は
必
ず
上
が
る
こ
と
・
に
な
る
の
 
 

で
実
現
は
囲
薙
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
七
た
措
置
に
よ
り
、
県
と
し
て
医
療
 
 

政
策
を
遂
行
す
る
う
え
で
の
主
体
性
を
確
立
 
 

す
る
体
制
を
準
備
で
き
る
が
、
抜
本
改
革
を
 
 

実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
と
し
て
次
の
対
応
 
 

が
不
可
欠
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
に
、
被
用
者
保
険
を
含
め
て
医
療
保
 
 

険
全
体
に
対
し
て
、
各
保
険
者
の
被
保
険
者
 
 

の
性
・
年
齢
構
成
と
、
所
得
構
成
の
相
違
に
 

よ
る
保
険
科
負
担
朝
合
の
格
差
を
調
整
す
る
 
 

た
め
の
財
政
調
整
を
段
階
的
に
導
入
す
る
こ
 
 

と
で
あ
る
。
年
齢
に
よ
る
調
整
は
高
齢
者
の
 
 

封
合
だ
け
で
は
な
く
、
．
五
歳
階
級
に
従
っ
て
 
 

医
療
費
の
相
違
が
き
め
細
か
く
反
映
さ
れ
る
 
 

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
 

〓
定
朝
合
に
平
準
化
す
る
た
め
に
は
、
所
得
 
 

に
よ
る
調
整
も
必
要
で
あ
る
。
 

な
お
十
日
保
ほ
ど
著
し
く
な
い
が
、
被
用
 
 

者
保
険
の
盈
合
健
保
間
に
お
い
て
も
保
険
斜
 
 

寧
の
格
差
は
大
き
く
、
′
今
後
産
業
梼
造
の
変
 
 

化
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
。
つ
ま
り
、
 
 

従
業
員
の
平
均
年
鈴
が
高
く
、
平
均
賃
金
が
 
 

低
い
斜
陽
産
業
の
保
険
科
率
は
ま
す
ま
す
高
 
 

く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
老
人
保
健
法
や
退
 
 

職
者
医
療
に
よ
る
拠
出
金
の
問
題
が
解
決
し
 
 

た
と
し
て
も
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
 
 

財
政
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

h
∂
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保険者の統合・再編を考える ～改革の理念と方向性－   

舶曲馳tこ  

第
二
に
、
被
用
者
保
険
．
電
県
単
位
に
分
割
 
 

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
先
導
役
で
あ
り
、
 
＋
 
 

ま
た
分
割
後
の
受
け
皿
と
な
る
の
が
政
管
健
 
 

保
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
 
 

健
保
法
等
の
一
部
改
正
の
附
則
に
記
載
さ
れ
 
 

て
い
る
政
管
健
保
の
親
猿
静
思
の
見
直
し
を
 
 

希
う
う
え
で
最
善
の
方
法
で
あ
る
ヒ
考
え
る
。
 
 
 

第
三
に
、
国
保
と
被
用
者
保
険
と
の
問
に
 
 

存
在
す
る
所
得
祐
足
や
扶
養
家
族
の
扱
い
方
 
 

等
に
お
け
る
相
違
の
解
消
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 
 

は
税
制
改
革
や
社
会
保
険
を
世
帯
単
位
よ
り
 
 

個
人
単
位
に
改
め
る
大
き
な
涜
れ
の
中
で
解
 
 

決
す
る
か
、
あ
る
い
は
競
合
に
先
立
っ
て
制
 
 

度
全
体
を
税
方
式
に
改
め
る
こ
と
で
解
決
す
 
 

る
必
要
が
あ
る
。
強
制
致
収
さ
れ
る
国
民
の
 
 

側
か
ら
す
れ
ば
、
税
も
社
会
保
険
料
も
基
本
 
 

的
に
は
同
じ
で
あ
り
、
消
費
税
や
外
形
標
準
 
 

課
我
な
ど
の
税
方
式
の
方
が
効
率
的
で
ぁ
る
 
 

可
能
性
も
あ
る
。
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†－975年牒應車重大学医御車彙、t■  
二 
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・年に軍隊＿‘：■‥ニ  

・著 書・r医舜甲政策選別（敷革  

書見1992）、r日誌申医帝」．（J■・  
Cキャンベルと兵書∴ヰ央公論社，  

1996）、相木版MD－s二りC軍・0  

在宅ケアアセスメシトマニュア  
ル」（J・一モりス他と編著，医学．  

書阻1999）、r臨床ぁためのqOI  

L評価ハンドブッ？ユ（屑原俊」也      と編著，医学書院，2001ト「高齢  
者ケアをどうするか一発進邑の悩  

みと日本の選択」（J・C・キャ  

ンベルと編著．高不安姓監修乳  

中央琵規甲旗，2002）、・「医療問題  

†新版」（日置耳鼠200ト2）など  

宅
 
 

以
上
の
国
の
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
に
 
 

ょ
っ
て
、
図
に
示
す
よ
う
に
医
療
保
険
を
競
 
 

合
一
本
化
す
る
た
め
の
五
カ
年
計
画
の
工
程
 
 

表
を
措
く
こ
と
が
で
き
る
．
。
 
 

こ
ま
ず
、
県
内
の
国
保
は
国
保
内
で
、
被
 
 
 

用
者
保
険
は
被
用
者
償
険
内
で
個
別
に
財
 
 
 

■
 

政
詞
登
を
開
始
す
る
 
 

二
）
次
に
、
県
内
の
国
保
l
は
国
保
で
、
被
用
 
 
 

者
保
険
は
被
用
者
偲
険
で
そ
れ
ぞ
れ
競
合
 
 
 

す
る
■
 
 

三
）
最
後
に
、
県
内
の
国
保
と
被
用
者
保
険
 
 
 

を
地
域
保
険
に
競
合
す
る
 
 
 

改
革
途
上
は
、
県
南
．
の
各
保
険
者
に
対
す
 
 

る
国
の
助
成
額
を
改
革
前
の
永
準
に
維
持
し
、
 
 

完
成
し
た
時
点
に
お
．
い
て
も
継
競
す
る
必
要
 
 

は
あ
る
が
、
交
付
先
は
個
々
め
保
険
者
か
ら
 
 

各
県
に
移
管
さ
れ
る
。
そ
の
着
果
、
高
齢
化
 
 

辛
が
高
く
、
所
得
水
準
が
低
い
県
は
、
相
対
 
 

的
に
多
く
の
交
付
額
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
 
 な

お
、
県
内
に
複
数
の
保
険
者
を
置
く
案
も
 
 

想
定
で
き
る
が
、
財
政
調
整
に
よ
っ
て
保
険
 
 

熱
が
平
準
北
さ
れ
れ
ば
、
一
本
化
し
た
ほ
う
 
 

が
．
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 

以
上
の
よ
う
に
県
単
阻
の
地
域
保
険
に
競
 
 

合
で
き
れ
ば
、
県
は
保
険
者
と
し
て
医
療
横
 
 

国
に
対
し
て
強
い
曹
長
を
獲
得
す
る
こ
七
 
 

け
な
る
。
そ
も
そ
む
県
知
事
に
は
地
域
医
療
 
 

計
画
の
策
定
責
任
者
と
t
て
強
い
権
限
が
あ
 
 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
十
分
機
能
し
 
 

な
か
っ
た
の
は
、
財
政
上
の
責
任
が
不
明
確
 
 

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
改
革
後
は
、
．
 
 

年
令
や
所
得
以
外
の
県
問
の
医
療
費
格
差
は
、
 
 

基
本
的
に
県
の
責
任
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
 
鞠
 
 

る
の
で
、
医
療
計
画
に
従
っ
て
各
医
療
桟
閑
 
 

の
医
療
磯
能
の
集
約
化
等
に
よ
っ
て
効
率
化
 
 

を
計
る
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
が
働
く
こ
と
▲
 
 

に
な
る
。
 
 
 

∴
詳
訝
は
拙
筆
「
医
療
問
題
－
新
版
」
、
日
置
文
庫
、
2
0
8
2
）
 
 

■
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医療改革を行うためのエ程表  
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